












要約:小児慢性疾患児が長期入院している全国の病院と病弱養護学校を対象に実態調査を

行なった。長期入院児の QOLを考える際に欠くことのできない療育は、療育スタッフの存

在や病棟内生活空間の工夫をしている病棟で多く行なわれている。土曜・日曜は療育スタ

ッフが配置されている病棟では日課が整備されており外泊の頻度が低い。病院・養護学校

の連携では養護・訓練の年間計画段階から連携をとっている病院は療育スタッフが配置さ

れている所が多く、養護・訓練の年間時数が多い学校に隣接する病院では療育数が少なか

った。下校後の学校における学習指導では病院の学習室の設置率や療育スタッフの配置に

より差が生じた。


